
    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

先日、とあるワークショップに一緒に参加した

愛知県の小学校の若手養護教員（女性）が、「生き

る力」を育むために、仲間づくりの取り組みを校

内で推進している、という話をしていた。 

 

本誌に連載もしている友人の幼稚園園長・鶴谷

主一さんは、自園で開催する「お話し会」という

行事について、発表会までの担任を含めたクラス

全員での試行錯誤や、その過程自体に意味があり、

それらが「生きる力」になると信じていると言っ

ていた。 

 

私が大学で取り組むキャリア教育という分野も、

いわば「生きる力」の養成だと思う。狭義の意味

で「就職活動支援講座」をキャリア教育と呼ぶ人

もいるが、もちろんあんなものに大した意味はな

い。二本足で立てない若者を量産するかのような

現行の教育プログラム破綻の先送りでしかない。 

 

その先送り先である企業は、もはや日本人の若

者に興味はなく、二本足で立とうとする外国人に

興味を向けている、というのが偽らざる実態だと

思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学で行う「生きる力」の養成は、大きく分け

てふたつにわけられる。一つ目が入学初期に受講 

する「初年次教育」と名のついたそれであり、二

つ目が主に 3 年次後期から受講する「就職支援や

仕事観育成支援」である。そして、興味深いこと

に、前者は養護教員が小学校で取り組むそれの相

似であり、後者は園長が幼稚園で行う取り組みの

相似である。 

 

つまり「初年次教育」とは、ようは「友達づく
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り」である。全入時代を迎えときが経った大学に

は、入学しても登校しない大学生が数多くいる。

それを通学させるのが初年次教育の狙いであり、

効果的な施策は友達を作ってあげることである。

大学も、いろんな意味で辞められては困るのだ。 

 

「初年次教育」などというと何か特別なプログ

ラムが走っていそうな雰囲気を醸し出しているが、

大半の大学は「来させること」に必死である。 

 

一方の「就職支援や仕事観育成支援」とは、「就

職できなくてもグラつかない人間としての土台づ

くり」であると私は思うのだが、多くは「就職活

動」の過程でその力を育成しようとしている。 

 

もっとも実際は、就職をゴールと置いた偏差値

教育の延長線的な講義も多く、学生にはそちらの

方が驚くほど人気がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ、いくら支援をしても、卒業後進路が決ま

らない学生は、一定数輩出されるものである。そ

してそこから「どうするか」もまた人生の醍醐味

だと思うのだが、実際は悲嘆にくれ動けなくなっ

てしまう「元大学生」も少なくないため、その後

のフォローアップも欠かせない。そんな状況を、

多くの大学関係者は、口に出せない思いとして「こ

んなことを大学でやらんといかんのか」と嘆いて

いる。 

 

これだけを見て「大学までの教育課程で行われ

るべき取り組みが不十分だ」などと言うつもりは

ないが、幼稚園や小学校、中学校の義務教育機関

で取り組んでいる教育が、本当に教育的なのかど

うか、省みる眼も必要ではないかと思う。 

 

冒頭の、養護教員や園長は、感覚的にその危惧

を持っているのだと思う。 

 

幼稚園や中学校は 3 年間で終わりなのではなく、

小学校は 6 年間で終わりなのではない。 

 

ある時期の教育機関で表面化している問題を解

決するためには、その当事者機関の頑張りだけで

は不十分であることも多い。教育はバトンパスだ

だと思うからだ。 

 

僕は教育畑の出身でもないし、大学の非常勤講

師に過ぎないが、だからこそ思えることもある。

「潰れかけのお店を救ったのは、常連の何気ない

一言だった」。そんな例は数限りなくあるだろう。

ただ一方で、果たして常連になる価値がある店な

のかどうか？ を思案している人も多いと思う。 
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大学で学生と取り組んでいる「キャリア教育」

プログラムの中核には、インターンシップが据え

られている。ここで最近おもしろいと感じている

のが、大使館でのインターンシップだ。理由はい

くつかある。 

 

ひとつ目は今後、望む・望まないに限らず、多

くがグローバル人材としてビジネスをしていかな

ければならないであろう現役学生の、視野を広げ

ることだ。当然国によって就職やインターンシッ

プの価値観も違う。その出会いも貴重なものとな

る。 

 

最近の大学生は「海外旅行に行かない」と言わ

れるが、就職に有利だと信じインターンシップに

はよく行く。そこで、それを利用して海外旅行さ

せているようなものだ。そしてこれが効果がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば懇意にしている大使館は、残業がない。

また、毎日定時になると神に祈りを捧げるため業

務が中断する（インターン生が参加を強制させら

れることはない）。コミュニケーションは当然英語、

また、他国からの長期でインターンとして日本に

来て業務に従事している学生もいる。このような

環境で 1 ヵ月でも暮らせば、価値観に多少なりと

も変化が起こらない方がおかしい。それは、自ら

を客観視する際の、非常に重要な糧になると思う。 

 

ふたつ目は比較的協力先の開拓が容易であるこ

とだ。インターンシップに学生を送り込む大学と

して一番骨を折るのが「協力企業の開拓」である。

自社の営業活動にメリットを見出しにくく、また、

私がインターンシップ先の企業に「会議への参加」

や「キャリアインタビューへの協力」など様々な

ことをお願いするので、受け入れ先からすると、

「面倒」なことも少なくない。 

 

ところが大使館は受け入れてもらいやすい。そ

の理由はこうだ。 

 

大使館は「日本にいる母国民の生活を助け守る」

ことが大きな役割である。一方で「日本人にその

国のことを好きになってもらう」ことも大きな果

たすべき役割と認識している。そこに、伝播力の

高い大学生が、わざわざ自腹で一か月研修に来る

と言うのだ。これは使いようで、かなりの宣伝媒

体になる。 

 

つまり、インターン生に広報の仕事をさせ、そ

の国の魅力をどう日本人に伝えていくのかを課題

にすればいいのだ。やがてその国の色々を知った

「ハロー！」で始まる大使館でのインターンシップ「ハロー！」で始まる大使館でのインターンシップ「ハロー！」で始まる大使館でのインターンシップ「ハロー！」で始まる大使館でのインターンシップ    
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学生は、まず学生自身がその国のファンになる。

実際に大使館でのインターンを終えた学生は「卒

業旅行にその国をたずねてみたい」と言う子が多

い。大使館からしても、このように地道にファン

を開拓していくことは、長期的な財産づくりとい

える。つまり、かなり明確な win-win 関係が築け

ると思うのだ。 

 

実際、インターンシップ期間中に訪問すると、

双方の満足度は非常に高い。一般企業の場合は「戦

力になっているかどうか？」「現社員に刺激を与え

ているかどうか？」「面倒事を引き起こしていない

か？」がジャッジのファクターになるのに対し、

大使館は「楽しんでくれているかどうか」でジャ

ッジしてくれる。実際のところ学生にかかるプレ

ッシャーも軽いのだ（学生自身は派遣先がどこで

あり日々必死であるが）。 

 

上記のような理由から、僕はこの大使館インタ

ーンが、すべての大学のスタンダードになればい

いのにと思っている。「海外旅行は、長期の大使館

インターンも含めると 7 か国行きました」。そん

な受け答えも、なかなか今風でいいのではないか

と思っている。 
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